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研究成果の概要（和文）： 

  本研究の目的は、法学、心理学、言語学の知見を融合して、裁判員裁判における言語コミュ
ニケーションと判断への影響を実証的に探ることであったが、ほぼ、当初の予定通り研究を遂
行できた。研究成果をふまえた書籍の発行、国際シンポジウムの開催などを含め、今後の研究
の発展への足がかりとなる、重要な研究成果を残すことができた。 

研究成果の概要（英文）： 

 The goal of this study was to blend different disciplines, law, psychology, and linguistics 

and examine linguistic communication and in lay-judge trials and its effects on the 

outcomes. The goal was accomplished almost as originally planned, This team also 

published 4 books on language and law, and held the very first international symposium on 

forensic linguistics in Japan, which will be an important cornerstone for the development of 

this field in Japan. 
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１．研究開始当初の背景 

裁判員制度の導入が決定され、制度導入前
は弁護士・検察官・裁判官といった専門家を
中心とした対話に、法の素人である市民が加
わることによって法廷におけるコミュニケ
ーションである言語使用の在り方が変容す
るであろうという予測のもと、言語学者によ
る法廷における言語使用の研究への関心・需

要が高まってきていた。そしてそれまでの研
究において一般人の法に対する理解と法律
家の理解に差があることが浮き彫りにされ
たことで、司法制度の他の点に関わる様々な
問題の所在が明らかになった。裁判官と裁判
員の対等の立場からの協働を前提とした裁
判員裁判の研究自体が、素人参加の形態とし
ては世界的にも珍しいため、海外の言語学・
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社会学・心理学・法学の研究者からも非常に
注目度が集まっていた。法と言語の研究も、
日本ではまだ歴史も浅く、研究者の数も非常
に限られている。しかも、これまでは個々の
法と言語研究者が各々の関心に基づいて完
全に独立して研究活動を行っていたため、研
究パラダイムとしては共通の認識や目標を
欠き、混沌とした状態であった。また、我が
国での法と言語の研究は、言語学・法学・心
理学のそれぞれ違う専門性のもと独立的に
行われてきており、相互の知見の交換や協働
はほとんどおこなわれていなかった。さらに、
外国では言語学と法学、あるいは心理学と法
学のように二つ以上の学問分野を修めてい
る研究者も珍しくないが、我が国ではそのよ
うな研究者はまだまだ希少であり、分野を超
えての学際的交流もまだまだ十分であると
は言えなかった。したがって、裁判員制度の
導入を控えて言語分析の重要性および需要
も高まっている中で、法と言語の中心的研究
者達が裁判員裁判における言語コミュニケ
ーションの研究という共通目標に向かって
結束し、かつ法学や心理学と言った分野の専
門家と実質的な協働体制を確立していくこ
とが、我が国の法と言語研究の急務であると
の認識に至った。 

 また、裁判員裁判の研究に関しても、裁判
員と裁判官のコミュニケーションの問題ば
かりが大きく取り上げられるが、近年の外国
人が関わる裁判、あるいは日本人が外国にお
いて事件の関係者になる事例が増加に伴っ
て司法通訳の重要が増す中、司法通訳の数と
質の問題、そして素人である裁判員への通訳
の影響に関する問題が見過ごされてしまっ
ている。この点をカバーすることも我が国の
法言語学の発展において、大きな意義を有す
るという結論に至った。 

 

２．研究の目的 

 我が国の法言語学における研究手法に関
しては、世界の法と言語研究は、心理学や法
社会学に比べると、まだまだ実証的あるいは
定量的アプローチが手薄であるというのが、
裁判員裁判の定量的分析を一貫して行って
きた本研究チームのメンバーの共通した認
識である。したがって、本研究では、(1)定量
的な研究の代表である、コーパス言語学の知
見を用いて、裁判員裁判における言語使用の
状況を明らかにすること、(2)これまでそれぞ
れの専門の立場から独立して行ってきた研
究や(通常は入手困難な)データ・資料を融合
し、より体系的に裁判員裁判における言語コ
ミュニケーションの研究を遂行・発展させて
いくこと、(3)言語学の知見や研究を司法制度
改革に、ひいては社会に還元していくことを
目的とした。 

 

３．研究の方法 

 以下のチームに別れ、それぞれの研究を遂
行した。 

「評議班」： 評議における裁判員と裁判官
の言語使用と法的判断への影響に関し、言語
学と心理学の立場からの調査を行った。 

「公判班」： 公判廷における弁護人や検察
官、証人の言語使用と法的判断への影響の調
査について、特に要通訳裁判に関するものを
中心に調査を行った。 

以上の研究班で、各班の研究の進行状況を
研究代表者が管理・統括しながら、以下の３
つのフェイズで進行した。 

第一フェイズ： 裁判資料を収集し検索可能
なデータベース化（コーパス化）すると同時
に裁判の場面ごとに心理学・言語学・法学の
各々の分野における分析手法で基礎的な現
状分析を行った。 

第二フェイズ： 第一フェイズでの資料・分析
結果をもとに、分野融合的分析モデルを開発
し、法廷コミュニケーションにおける問題を
同定した。 

第三フェイズ： 第二フェイズで明らかにさ
れた諸問題を解決する手段としての法廷コ
ミュニケーション・モデルを開発し、社会に
発信した。 

 

４．研究成果 
(1) 裁判における言語資料の収集」の活動
として、裁判員制度施行前後の裁判員裁判対
象事件の判決文を収集したり、裁判員制度関
連の新聞記事の収集を行った。 
(2)「分野ごとの基礎的分析」の活動として、
評議班は、収集したデータを形態素解析ソフ
トを用いて、裁判箱や裁判員の使用語彙の分
析、および発話行為の分析を、心理学の集団
意思決定論および影響に関する研究を取り
入れながら分析を行った。また、集団内の保
有情報量の差がもたらす判断への影響に関
する実駒を行った。加えて、名古屋大学で法
と心理学会有志の協力を得て、検察官の主張
する求刑と弁護人が主張する妥当な刑との
間の差が裁判員の判断に影響を与えるかを
実験する刺激映像の撮影を行った。 
(3)司法通訳班は、英語母語話者の外国人を
被告人とした模擬裁判を実施し、特に誤訳や
言いよどみが与える影響などの問題点を抽
出した。 
(4)「国際シンポジウムの開催」最終年度の
研究成果の報告をかねて、法言語学の草分け
的存在であるノースウエスタン大学の
Judith Levi 名誉教授、およびオーストラリ
アから法廷通訳の世界的研究者である
Sandra Hale 准教授を招いて我が国初となる
法言語学の国際シンポジウムを開催した。 
(5)「研究会の開催」研究チームでの研究会
および公開研究会を年に 2〜3 回のペースで



開催した。 
(6)「研究成果の公表」国内外の学会で精力
的に公表した。各種雑誌およびでの論文はも
ちろんのこと、研究成果報告書を冊子として
刊行するとともに、単行本として『法と言語
～法言語学へのいざない』（橋内武・堀田秀
吾、編著 くろしお出版 2012）などを刊行
した。 
 本研究は、裁判員制度の運用状況に関して
さまざまな示唆や提案を提示してきたが、そ
の結果はマスメディアにも数回取り上げら
れるなど、一定の社会的な関心を集める研究
となった。 
 これらの研究活動・成果が、前掲の書とな
り、概説書的要素を含んだ形で刊行されたこ
とで、法言語学という分野の今後の発展に大
きく資することになったと思われる点でも
本研究の重要性が評価され得るだろう。 
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